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１．活動のテーマ
＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

クリアファイル・タッグシール・〇シール・紙・シールを⼊れる容器・トレイ 
いつでもできるように準備しておく。

10⽉~2⽉くらい
シール貼りから初めて、⼦どもたちが好きな時にできるように活動の中に取り⼊れていくようにし
た。シールの⼤きさや素材を変えて、最後はタッグシールをクリアファイルに貼りお散歩バッグを完
成させた。

昭島市東町５−１−４０
社会福祉法⼈ 多摩育児会

「お散歩をバッグを作ろう」

⼦どもたちが歩⾏が安定してきて、散歩先で探索活動をするようになってきて実を拾い集め
ている姿があった。⾃分で拾ったものが⼊れられて、何度も使える物はなにかなと考えて散
歩バックの制作をした。

66-0329
多摩保育園



４．探究活動の実践
＜活動の内容＞

＜活動中の⼦供の姿・声、⼦供同⼠や保育者との関わり＞

５．振り返り
＜振り返りによって得た先⽣の気づき＞
指先を使った遊びができるようになった頃に、シール貼りを導⼊すると⼦どもたちはとても
興味を持ち取り組んでいた。素材や⼤きさを⼦どもたちの成⻑に合わせて変えることで、遊
びの幅も広がっていた。⾃分で作ったバッグを持ち散歩にも出掛けることで、拾ったものを
⼊れて楽しむ姿があった。

シール貼りを繰り返し⾏うことで、⼤きさの違うものや「あか」「あお」「きいろ」などと⾊も覚え
て⾔葉にしていた。
始めは剥がすことが出来なかったシートからも、⾃分で剥がすことができるようになり⾃分で剥がし
ては嬉しそうにみせてくれた。

シール貼りから始めて、最初は上⼿く剥がせない⼦もシートを剥がしやすくしたり剥がした
ものを⼿渡すと⾃分で好きな場所へ貼っていた。シール貼りに慣れてきたころにタッグシー
ルに変えると、剥がしずらそうにして「やって」と保育者に⼿渡す姿があった。タッグシー
ルにもなれてくると⾃分で剥がしたり、貼ったりもできるようになって楽しんでいた。



 




